
2015年５月 25日 ( 毎月 3 回 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可 ) 号外 年間購読料 12,000 円 ４



2015年５月 25日 ( 毎月 3 回 5･15･25 日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和 43 年 6 月 12 日第三種郵便物認可 ) 号外 年間購読料 12,000 円

兵庫県保険医協会

　　神戸支部ニュース
発　行　兵庫県保険医協会神戸支部

連絡先　〒 650-0024　神戸市中央区海岸通 1-2-31　神戸フコク生命海岸通ビル 5F

　　　　　　　　　　　 兵庫県保険医協会 TEL/078-393-1801　FAX/078-393-1802

280 号  2015 年５月２５日

1

　小川氏は、院内感染を防ぐために、器
材の洗浄・消毒・滅菌の重要性を紹介し、
それぞれの違いについて説明した。また
消毒・滅菌により病原体が完全に除去で
きると過信するのではなく、最初に洗浄
により、器材から異物を取り除いて、病
原体の数を減らすことで、消毒・滅菌の

効果を確実なものにできると解説した。
また、それぞれの機器・器材によって必
要な感染対策法が異なることを示し、そ
れぞれの医療器材に応じた、洗浄・消毒・
滅菌の処理を適宜、確実に行うことが大
切だと語った。

　協会神戸支部は、5月 9日、済生会兵庫県病院の感染管理認定看護師小川麻由美氏
を招いて、「洗浄・消毒・滅菌」のテーマで医療安全管理研修会を開催した。医療機
関スタッフを中心に 82 名が参加した。

消毒・滅菌前の洗浄をしっかりと
神戸支部医療安全管理研修会を開催

（左）82 名が感染対策の重要性について学んだ
（右）小川氏が器具に応じた感染対策をするようにと解説
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　協会は４月１日から６月 30 日までを春の組織強化月間・共済普及期間として活動します。
　お知り合いの先生やご子息・ご親族など、まだ協会にご入会でない先生がいらっしゃいま
したら、ぜひご紹介やお声かけにご協力ください。

お問い合わせは協会組織部（TEL：078-393-1817）ま

お知り合いの先生をご紹介ください

　神戸支部は 5月 16 日、協会が在宅酸
素などの販売を委託している、ミヤコ在
宅医療サービス株式会社の第一営業部課
長東野健悟氏を招いて、在宅医療研究会
を行った。６名の医師、医療スタッフが
参加した。

　東野氏は、最初に、業者から見た診療
報酬改定後の在宅医療の実態について解
説を行った。２０１４年の診療報酬改定
により、在宅医療の点数に大きな影響が
あったことに触れ、改定による大きな収
入減に対応するために、在宅医療を行っ
ている医療機関では、スタッフのリスト
ラや、遠方への訪問診療を断らざるを得
なくなったケースも出てきたことが紹介
された。また、在宅酸素が非常に高点数
であるため、支払基金の審査が以前より
厳しくなり、返戻や減点が増加している
ことを紹介し、返戻・減点を防ぐために
注意しなければならない点について解説
した。
　次に睡眠時無呼吸症候群（SAS）につ
いての検査について、在宅でも終夜睡眠
検査（フル PSG）が可能になったことを
紹介。病院ではなく自宅での測定のため、

患者さんが過度に緊張することなく測定
を行えるなどのメリットについて説明し
た。
　参加者からは、CPAP を用いての SAS
の治療について、治療を途中でドロップ
アウトする患者が多い理由について質問
が出された。これに対し、東野氏は、鼻
への装着による圧迫感により入眠が難し
くなっているという声が患者さんから挙
げられていることを紹介し、診察の際に、
医師が患者さんに対して過度なプレッ
シャーをかけないようにすることで、治
療を長く続けることができるのではない
かと意見を述べた。

神戸支部在宅医療研究会を開催

業者から見た在宅医療の実態について学習

講師の ( 株 ) ミヤコ在宅医療サービス東野健悟氏
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　住友評議員は、関電神戸支店前での反
原発行動が、先日 150 回目を迎えたこ
とを報告。現在の安倍内閣が計画してい
る再稼働推進政策に対し、市民から反対
する運動が 3年間続いていることを紹
介し、協会も積極的に取り組んでほしい
と発言した。
　特別講演では、ＴＢＳの老舗番組『報
道特集』のメインキャスターの金平茂紀
氏が、報道現場の最前線から見た安倍政
権とメディアの問題点について語った。
金平氏は、戦時中の「大本営」に見られ
るような政府の偽りの発表に対し、絶え
ず監視を行うこと、少数者の視点を大切
にし、多様な意見を確保することが、本
来のメディアの大切な役割であると解

説。また、自民党が NHK と、テレビ朝
日に対して、事情聴取を行ったことにも
触れ、政府・与党のメディアへの統制が
露骨になっていることについて警鐘を鳴
らした。

　協会は５月 17 日に第 87 回評議員会を開催し、評議員ら 94 人が参加した。役員改
選では、池内春樹理事長が勇退し、新理事長に西山裕康副理事長を選出した。特別講
演として「報道現場から見た安倍政権」をテーマとし、ＴＢＳ執行役員で『報道特集』
のメインキャスターを務める金平茂紀氏が特別講演を行った。神戸支部からは、住友
直幹評議員が発言した。

94人が出席した評議員会（左）で発言する住友直幹評議員（右）

メディアの役割について語る金平茂紀氏

第 87 回評議員会が開催

社会保障を守る運動にいっそう取り組もう


